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    １．概要（Summary） ナノ構造により光の制御をする事ができれば、様々な光デバイスの小型化、高効率化ができる。その一つに、我々が検討してきた有機 EL 照明のデバイス内部に全反射によって閉じ込められる光を取り出すナノ構造がある 1)。今回、我々は、光取り出し構造として、新しいパターンの設計を行い、その性能を検証した。  
 ２．実験（Experimental） ・利用装置     A2： 露光装置、   A7: 厚膜フォトレジスト用スピンコーティング装置   A8: レジスト塗布装置    A10: レジスト現像装置    A11: ウエハスピン洗浄装置  

 ・実験方法 新規に設計した光取り出し構造のマスクを作製し、これまで検討してきた基板搬送用のCrの反射膜を用いて、ステッパーにより石英基板上に縮小露光を実施した。 その後、ドライエッチングにより SiO2をエッチングした後、レジストの除去、Cr反射膜の除去を行った。 
 ３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig.1 は、我々が提案してきた従来のランダム回折構造構造 binary random phase array (BRPA)の

SEM像である 1)。Fig.2が、今回、我々が新たに設計したパターンを作製したものである 2)。有機 ELの光取り出しの寄与する周波数成分のみをランダムに配置することで、取り出し効率を更に向上させることができるパターンとなっている。試作した結果、取り出し効率が従来品より 6%向上した。 
 

 

 

 

Fig.1. SEM image of BRPA. 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2. SEM image of New BRPA. 

 ４．その他・特記事項（Others）  特になし. 
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